
太子町まち・ひと・しごと創生総合戦略施策評価表（令和５年度分）

参考 実績値 実績値 目標値
参考：目標値
（総合計画）

（R3.3.31
実績値）

（R5.3.31） （R6.3.31） （令和7年度） （令和7年度） 施策名 重点プロジェクト
１年間の主な取組み

と評価
次年度以降の方針 施策の進行管理

ア ４か月児健診受診率 94.4% 100.0% 100.00% 99.0%以上 99.0%以上

ア ３歳６か月児健診受診率 92.6% 93.2% 98.8% 95.0%以上 95.0%以上

ア 乳児家庭全戸訪問実施率 100% 100% 100% 100% 100%

ア 育児教室実施回数 75回 80回 76回 70回以上 70回以上

ア 合計特殊出生率 1.13 1.26 1.37 1.46 1.46

ア
子育て支援センター利用者数（親・
子両方を含む）

3,082人 2,589人 3,161人 2,350人 2,350人

ア 放課後児童会待機児童数 0人 0人 0 0人 0人

ア ひとり親家庭相談数 ４件 51件 37件 5件 5件

ア 発達障がいなど巡回相談 56件 73人 91人 60人 60人

ア
特定健康診査受診率（国民健康保
険被保険者）

36.9% 35.7% 37.3% 60.0% 60.0%

ア 健康に関わる講習会の開催数 176回 113回 95回 220回 220回

ア 健康マイレージ参加者数 1,021人 917人 1,053人 1,400人 1,400人

ア 意識的に運動している人の割合 70.6% - － 80.0% 80.0%

ア がん検診精検受診率 92.4% 78.8% 84.3% 100% 100%

ア
１人当たりの医療費（国民健康保険
被保険者）

374,330円 375,861円 422,264円 374,330円以下 374,330円以下

ア
福祉関係相談件数（相談体制の充
実）

319件 1,067人 831人 1,111件以上 1,111件以上

ア 総合福祉センター利用者数 21,783人 11,713人 14,086人 35,000人 35,000人

ア 自殺者数 0人 2人 3人 0人 0人

ア 介護予防普及事業の参加者数 延べ493人 延べ705人 延べ727人 延べ1,100人 延べ1,100人

ア 地域介護活動支援事業の参加者数 延べ6,745人 延べ7,888人 延べ9,422人 延べ5,800人 延べ5,800人

ア
元気ぐんぐんトレーニング活動支援
のグループ数

25グループ 25グループ 25グループ 26グループ 26グループ

ア 就労移行支援（障がい福祉計画） 1人 2人 4人 5人 5人

計画を支える取組み（第5次太子町総合計画　後期基本計画（再掲））

安心して子ども
を産み育て、健
康に暮らせる
体制をつくる

① 母子保健の充実
・発達段階に応じた各種健康診査の実施、育児・栄
養相談等の充実
・安全で安心な出産・育児の推進
・乳幼児の健康管理や育児相談・教育等の実施
② 子育て家庭の支援
・若い世代の結婚に対する支援
・子育て支援センターの充実
・延長保育、預かり保育の継続実施
・放課後児童会の充実
③ すべての子どもたちが尊重されるまちづくり
・ひとり親家庭に対する医療費の助成、相談体制、就
労相談の充実
・福祉相談指導、支援体制の充実
④健康づくり・食育の推進

健康相談・教育等の充実

⑤地域医療の充実

防・感染拡大防止対策の強化
⑥地域福祉体制の充実

よる福祉意識の高揚、関係機関の連携強化

⑦高齢者福祉の充実

相談の実施

介護サービス給付の実施

⑧障がい者福祉の強化

門相談の充実（権利擁護）

との連携

結婚・妊娠・出産・育児
の切れ目のない支援に
より、安心して子どもを
産み育てる環境づくりを
推進するとともに、住民
が健康に暮らせる体制
の充実を図ります。

５－２の①に
掲げる事業

ＫＰＩ 事業の今後について（外部評価）

A

【いただいた意見】
KPI達成への取り組みを見直し。例えば、健康に関わ
る講習会の開催数、元気ぐんぐんトレーニング活動支
援のグループ数、就労移行支援（障がい福祉計画）
など、少しの施策で達成可能なように思われる。

A:事業の継続

B:事業の見直しが必要

C:その他
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参考 実績値 実績値 目標値
参考：目標値
（総合計画）

（R3.3.31
実績値）

（R5.3.31） （R6.3.31） （令和7年度） （令和7年度） 施策名 重点プロジェクト
１年間の主な取組み

と評価
次年度以降の方針 施策の進行管理

計画を支える取組み（第5次太子町総合計画　後期基本計画（再掲））
５－２の①に
掲げる事業

ＫＰＩ 事業の今後について（外部評価）

イ 耐震補助のべ件数 35件 5件 55件 55件 55件

イ 犯罪発生件数 45件 60件 56件 35件 35件

イ 交通事故発生件数 30件 22件 30件 25件 25件

イ 景観計画・地区計画区域数 4地区 6地区 6地区 8地区 8地区

イ 空き家確知率 89.9% 90.1% 90.1% 100.0% 100.0%

イ 下水道普及率 93.6% 93.6% 93.5% 94.0% 94.0%

イ 水洗化率 89.9% 91.0% 91.1% 90.5% 90.5%

イ 町道改良率 99.6% 99.6% 99.6% 100.0% 100.0%

イ
路線バス（太子線・太子葉室循環
線）平日乗車人数

700人/日 448人/日 459人 1,000人/日 1,000人/日

イ
山の日山地美化キャンペーン参加
者数

125人 163人 76人 250人 250人

イ 唐川ホタルを守る会活動参加者数 20人 30人 31人 50人 50人

ウ 遊休農地利用者数 36人 50人 55人 50人 50人

ウ 農地の賃貸借等の面積 4ha 7ha 14.6ha 10 ha 10 ha

ウ 道の駅販売額 5,895万円 7,818万円 9,190万円 7,700万円 7,700万円

ウ 太子町ブランド品の開発 0件 4件 2件 2件 2件

ウ 事業所数 402事業所 402事業所 388事業所 415事業所 415事業所

ウ 従業員数 2,766人 2,766人 3,006人 3,000人 3,000人

ウ
イベント（聖燈会・灯路祭り）による集
客者数（町内外を含む）

11,500人 0人 10,500人 14,000人 14,000人

ウ 聖徳市出店数 40店 61店 93店 50店 50店

ウ 観光ボランティアガイド利用者数 636人 233人 249人 700人 700人

ウ
ふるさと太子応援基金寄附（ふるさ
と納税）

4,202,010円 367,337,149円 324,929,000円 1,358,001円以上 1,358,001円以上

ウ 就労促進事業などの参加者数 3人 0人 ６人 13人 13人

地域住民が安心・安
全に暮らすための基
盤となる施設や環境
の整備を行います。

働く場や交流
機能の充実に
よる地域活力
の向上

人口減少への対応と
して、安定した経済活
動が行われることが
必要であり、産業の振
興や交流機能の向上
により、地域の活力向
上を図ります。

安心・安全な地
域をつくる

①都市農業の振興を図ります
②商工業の活性化を図ります
・新たな産業の誘致
・町内商工業の活性化
③観光・レクリエーションの振興を図ります
・観光ガイド、各種イベントへの参加
・観光案内サイン及びパンフレットの整備
・道の駅における観光情報の提供、特産品の販売
・聖燈会、竹内街道灯路祭り
④安心・安全な消費生活の確保を図ります
⑤就労支援の推進を図ります
・能力開発事業による求職者のスキルアップ
・就職面接会等の実施、求人情報の提供、就労相談

①安心・安全を確保します
・民間建築物の耐震対策の実施
・防犯灯の設置、防犯カメラの設置
②景観の向上を図るとともに住環境の整備を進めま
す
・竹内街道周辺地区の良好な景観形成
・公共下水道の整備、老朽化対策
③道路交通体系の充実を図ります
・生活道路の維持補修
・地域公共交通利便性の向上
④協働により自然環境の保全を図ります
・自然環境の保全
⑤資源循環型の廃棄物処理対策を進めます

A

【いただいた意見】
KPI達成への取り組みを継続。イベント（聖燈会・灯路
祭り）による集客者数（町内外を含む）、観光ボラン
ティアガイド利用者数　、聖徳市出店数など認知され
ていないことが多い。宣伝広告やSNSを使った発信な
どで、認知度を向上させたい。

A:事業の継続

B:事業の見直しが必要

C:その他

A:事業の継続

B:事業の見直しが必要

C:その他

C

【いただいた意見】
KPIが達成できそうなものは残し、KPIの達成が困難
なものは、設定数値を変更するか、異なるKPIに変更
すべき。
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小学校：0.76% 小学生：0.3％ 小学生：1.1％ 小学校：0.6% 小学校：0.6%

中学校：0.74% 中学生：4.0％ 中学生：7.5％ 中学校：0.7% 中学校：0.7%

中学１年： 中学1生： 中学1生： 中学１年： 中学１年：

５級67.3% 5級76.3％ 5級84.5％ ５級70.0％ ５級70.0％

中学２年： 中学2年： 中学2年： 中学２年： 中学２年：

４級61.3% 4級65.6％ 4級65.0％ ４級62.0％ ４級62.0％

中学３年： 中学3年： 中学3年： 中学３年： 中学３年：

３級35.2% 3級60.0％ 3級42.9％ ３級37.0％ ３級37.0％

１団体 1団体 1団体 １団体 １団体

（20人） （18人） （14人） （20人） （20人）

エ 生涯学習参加者数 22,878人 29,803人 31,587人 25,000人 25,000人

エ 図書室年間利用者数 11,447人 14,935人 16,578人 20,000人 20,000人

エ たいしスポーツＤay参加者数 214人 0人 26人 300人 300人

エ
社会教育団体（地域婦人会、子ども
会育成連絡協議会、青少年指導員
会など）参加者数

173人 162人 165人 現状維持 現状維持

エ 地区集会所改修箇所数 13件 2件 18件 20件 20件

エ 町会・自治会加入率 52.3% 46.8% 46.6% 60.0% 60.0%

地域に愛着と
誇りを持ち、地
域を支える人
材の育成

地域への愛着を持つ
ことで、成長しても本
町に関わり、あるいは
支える人材の育成を
行います。

①元気な子どもを育てる学校園づくりを進めます
・校舎等の維持管理、時代のニーズに応じた施設整
備
・総合学校支援事業によるいじめ、不登校等の問題
への対応
・教育の情報化推進、使える英語プロジェクトの推進
②学校と家庭、地域と一体となった教育活動を進め
ます
・学校防犯対策事業
③生涯学習の推進を図ります
・生涯学習施設の建設
・文化祭等の実施
④生涯スポーツの振興、社会教育団体の育成を図り
ます
・社会教育団体育成事業の実施
・たいしスポーツＤａｙ、ふれあいＴＡＩＳＨＩの実施
⑤個性豊かなコミュニティ活動の促進を図ります
・町会・自治会加入促進マニュアルの作成
⑥歴史文化の保全と活用を図ります
⑦人権尊重のまちづくりを進めます
⑧男女共同参画社会を進めます

エ 英検合格者率

エ
学校安全ボランティア活動団体（見
守り隊）

エ
不登校者率（全児童・全生徒に対す
る割合）

A

【いただいた意見】
KPI達成への取り組みを見直し。例えば、図書室年間
利用者数ではイベントなど企画を打ち、地区集会所
改修箇所数では、計画的に予算を付けることが求め
られる。

A:事業の継続

B:事業の見直しが必要

C:その他


